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半導体として一般的なⅣ族系やⅢ-Ⅴ族、Ⅱ-Ⅵ族化合物系結晶においては共有結合が支配的
である。一方、酸化物系材料ではイオン結合性が比較的強いため、クーロン長距離力や閉殻
イオンの等方結合性を有しており、異元素組み込みやヘテロ接合における格子不整合の許容
度が大きい。このため各種物性を支配する秩序変数である電荷、スピン、双極子とそれらの
自由度を担う価電子制御の多彩さを可能としている。 
酸化物半導体の中でも鉄元素を含む物質群（図１）は、①ヘマタイト（コランダム構造）、

②マグネタイト（スピネル構造）、③ウスタイト（岩塩構造）、④ガーネット、⑤層状構造等々
多彩な結晶構造を有しており、各々赤さび、黒さび、白さびとも呼ばれ古くから我々の日常
に親しまれてきた、人、環境に優しい物質であるといえる。結晶構成副格子である Fe-O およ
び希土類-O が形成する 4 面体、8 面体、12 面体の組み合わせにより、 
①反強磁性、n 形半導体（Eg～2eV）、光電極 
②室温ハーフメタル、フェリ磁性、p,n 制御 
③p 形透明半導体（Eg=2.5～4.5eV）、光触媒電極、反強磁性 
④磁気光学効果、歪誘起誘電特性 

  と多彩な光・電気・磁気特性が発現し、それらが結晶歪、電場、磁場印加や光照射などの外
部摂動によりドラマチックに制御可能なところに、この物質群の面白さがあると思われる。 
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      Fig.1  Structural and functional variation of ferrite oxide semiconductors 
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